
標茶町議会第３回定例会 
一般質問通告一覧                                                平成２９年８月３１日 
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５ 

番 

黒

沼 

俊

幸 

 

 食肉加工センター

建設のその後の経過

内容はどうなってい

るか 

 第２回定例会で質問しているが、虹別地区に建設の予定で進めている協議は 

どうなっているのか。別海地域の漁業者の反対もあり難航していると聞くが、 

前向きに進んでいるか伺います。今後のスケジュールはどうするのか具体的に 

お答え下さい。 

 

町 長  

 

 

 

 

６ 

番 

松

下 

哲

也 

 子供対象の町政懇

談会を開催しては 

 各地域で直接住民との対話ができる町政懇談会が地域の要請で開催されてい 

るが、貴重なご意見、地域の要望とを頂けることができ開催に対する意義は高 

く認識されていると思う。 

 そこで、次の時代を担う子供達にふるさとを愛する気持ち、ふるさとの課題 

これからの町づくりについて等、子供達と直接対話することは、非常に有意義 

なものであると考える。郷土を理解し、人材育成、行政の仕組・役割等、教育 

的観点から見ても子供対象の議会形式での町政懇談会として開催してはどうか 

と考えるが、町長の所見を伺う。 

 

町 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 

番 

深

見 

 

迪 

１．入学時前の「入

学準備金」の早期支

給を 

・ 経済的に苦しい家庭の子どもが小学校に入学する際、ランドセルなどの通学

用品を買うために支給される「入学準備金」について、文部科学省は 4 月４

日、入学前から支給ができるように運用を改めると発表し、来春の新１年生

から適用されることになった。 

私は、現状の実態に合わせて前倒しで支給するよう今年第１回定例会で質問

したが、町は「入学時前の援助の必要性については十分理解しているので研

究していく」と答弁した。その後道内でも実施が広がっていると報道された

が、研究の結果を聞く。 

・ 現在、支給されている金額は小学校、中学校に分けてどの程度か。また、仮に前倒

しで支給する場合、その時期は何月が最も効果的と考えているか。 

教育長  
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  ２．サルボ・サルル

ン展望台及び道路と

周辺環境の早期整備

を行うべき 

 

・ 国道 391 号沿い駐車場からサルボ展望台を経てサルルン展望台へ至るシラル

トロ塘路線道路（遊歩道）の整備について北海道に問い合わせたところ、主

に振興局の環境生活課の管轄で、道の説明では、担当者が実際に歩いて修繕

など対応しているとの回答であったが、実際は修繕整備されていない。整備

が早急に実現するよう再度働きかけるべきと考えるがどうか。 

・ 入り口や遊歩道、展望台の案内表示板、説明表示板、展望台の望遠鏡の故

障、竪穴式住居跡の説明表示板等や、手すりやベンチの破損など訪れる観光

客に対し不親切で、さらには危険を伴う状況もある。早急に修理すべきでは

ないか。 

・ ７月にこの問題について政府交渉を行ったが、道の公園事業として取り組んでいる

もので、「自然環境整備交付金」「環境保全施設整備交付金」の二つの補助金があ

ると聞いたが活用できないのか。 

町 長 

 

 

 

 

 

 

 

３．桜南団地及び今

後の公住建設に関わ

って、現住宅に残り

たい住民のため必要

な棟数を整備し残し

てはどうか 

・ 桜団地建て替え事業に対する入居者の意向調査を行ったと聞いているが、その結果

について伺うとともに当初の計画の変更、改善などの考えはあるか。 

・ 新しい公営住宅に移転できる住民から喜びの声があると同時に、移転費用は措置さ

れているが新しくストーブなど買い替えなければならず負担であるとの声も上がっ

ている。どのように考えているか。 

・ 移転先の家賃については、６年かけて移行する予定とあるが、それでも現状の家賃

しか払えない住民を中心に、今までの公住に住み続けたいと切望している住民もい

る。何棟か営繕をし残しておくことも住民ニーズにこたえた施策と考えるがどう

か。 

・ 移転費用について時期を定めているが、他の空き個宅に移転希望の場合、タイミン

グがあると思うが、柔軟な対応をしてはどうか。 

 

町 長 
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８ 

番 

渡

邊 

定

之 

１．日欧・ＥＰＡ大

枠 合 意 が さ れ た が

道、国に対して協定

の撤回を求めるべき

ではないか 

・ 日本と欧州連合（EU）の間 の経済連携協定（EPA）が 2017 年７月に大枠合

意に達した。具体的内容についてはさらに詰め、年内に決定すると聞いてい

る。また、2019 年には発効するようだが、この件について畜産関係に限っ

て８月２日「日ＥＵ・ＥＰＡ交渉の大枠合意に関する北海道ブロック説明

会」が行われた。この大枠合意が具体的に発効したら乳製品、チーズの関税

撤廃によって本町の基幹産業である酪農は壊滅的な打撃を受けることが予想

されるが、この大枠合意及び説明会の内容に対する町長の所見を伺う。 

・ この交渉は、平成 25 年より情報開示を一切せずにすすめられたものであり、結果

だけを知らせるやり方に生産現場からは多くの不満の声が上がっている。また、今

後についても先行き不透明であるのが現実である。このような状況に対して、本町

としても深刻に受け止め、国、道に対して協定の撤回を求めるべきと考えるがどう

か。また、国及び道は影響調査、対策の具体化をどのように考えているか求めては

どうか。 

町 長  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．指定就労継続支

援Ｂ型事業所「しべ

ちゃコスモス」通所

者の仕事の確保を 

「しべちゃコスモス」の仕事確保について、本年第１回定例会で町は町育成

牧場の委託事業の提携をしていると答弁したが、現在は羊舎での仕事が出来な

くなっている。羊舎での仕事は、しべちゃコスモスにとって最も大きな収入源

であったがこれができない状態では、通所者の収入減になり意欲の減退にもな

ると考えるが現状をどう把握しているか。また、今後について社会福祉協議会

と連携をとっているのか伺う。 

町 長 

 

 

 

９ 

番 

鈴

木 

裕

美 

子育て環境の充実

（授乳室、おむつ交換

台の設置）について 

安心して子どもを産み育てることのできる環境づくりが重要と考えます。 

本町においてもそれらの充実に向けての取り組みが実施されていますが、子

育て支援は経済的支援のみならず、どこに居てもより子育てしやすい環境を整

えることも重要と考えます。その一つが授乳室とおむつ交換台の設置です。他

町村の最近整備される公共施設等、子ども連れが訪れる場所には必ず設置され

ております。 

また、他町村の野外での行事会場においてもマタニティーマークを付けたテ

ント式授乳室、おむつ交換台が設置されている会場を目にします。本町には、 

町 長 

教育長 

 



№４ 

議

席 

氏

名 
件   名 質  問  内  容 

答 弁 を
求 め る
者 

答弁内容 

   公共施設内にマタニティーマーク付きのスペースは設置されていますか。 

野外の行事、運動会、産業まつり（実行委員会）、また、民間が行う行事等

に授乳室やおむつ交換台が設置されていない状況と言えます。ぜひ、子育てし

やすい環境づくりを進めるためにも室内外に授乳室、おむつ交換台の設置が必

要と考えますが、いかがでしょうか。 

 さらにマタニティーマークは、まだまだ認知度が低く、広く啓発することと

正しい利活用について町民の理解が得られるよう取り組みが必要と考えます

が、いかがでしょうか。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

11 

番 

本

多 

耕

平 

 標茶町のガイドマッ

プを設置すべき 

 標茶町は緑豊かな大牧場地帯そして雄大な景観と貴重な自然を両方楽しめる

素晴らしい町であります。しかしながら近年、農業、農家減少、企業の縮小等

による人口減少が進み集落の消滅、小中学校の廃校等々、年々地域、町の様子

が変化して行くのが現実であります。町長がいつも言われる標茶に住んで良か

った、これからも住み続けたい町づくりの一つとして私は提言したいと思いま

す。町民が町、地域の実態を知ることであります。町史では、本町、地域、地

区のことを時系列で詳細に書かれていますが、一目みればわかる、例えば国

道、道々、町道、国有地、町有地、国立公園、学校、公施設、集落名など案内

地図的なものを駅前に設置することにより町民にも観光客様々な方々に町を理

解していただく一端になると思いますが町長の所見を伺います。 

町 長 
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１ 

番 

 

 

 

櫻

井 

一

隆 

 くしろ湿原パーク憩

の家かや沼の問題と今

後の経営方針について 

 町長は平成29年７月20日に放送になった「みんなのテレビ」でのインタビューの中で

「ほとんど債務超過の状態にある」と答えていたので、以下について伺いたい。 

 

１．８月末の収支はどのようになっているのか、また債務超過になっているの

か町民にしっかり説明するべきと思うがどうか 

２．第39期標茶町観光開発公社の総会資料によると固定資産の償却は０円とな 

っているが何故に正当な償却がなされていないのか、これでは正確な経営 

実態の把握は出来ないと思うのだが、町民に分かりやすく説明してはどう 

か。 

３．以前、町長は経営責任は自分にあるが、金銭的に不足が生じた時は町より 

  支出させると言っていたが、今もその考えに変わりはないか。 

４．定時株主総会（39期）が、６月20日に開催されたが、会議の中で接待交際 

  費として無期限の入浴優待券が年間300枚程度出されていたと聞くが、な

ぜに一部の団体にそのような特別な待遇がなされているのか、一般町民に

はそのような特別な待遇は全くない訳で、不公平な話であると思うがどう

か。 

５．憩の家かや沼には今も町職員が派遣されているが派遣人数と派遣期間、そ 

して派遣の目的は何か。また、いつまでも派遣を続けることなく早く元の 

職務に戻すべきと思うがどうか。 

６．早期に第三セクターではない公設民営に移行して、町長以下職員も取締役 

  を降りて従来の職務に専念することが望ましく思うがどうか。 

 

町 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 


